
年月日 項　　目 男 女

H31年4月 富士見第一土地改良区理事 谷澤　秋美 農業 75 ○

R4年5月 農業委員会委員（現在） 栗原　より子 農業 67 〇

渋谷　正和 農業 46 ○

H31年4月 水谷第５支部支部長 黒田　等 農業 73 ○

落合　浩一 農業 63 ○

田中　正雄 農業 65 ○

R4年5月 農業委員会委員（現在） 加藤　康弘 行政書士 56 ○

正木　賢一 行政書士 74 ○

前田　淸海 行政書士 72 ○

H20年4月 下南畑南支部支部長 吉川　彰 農業 68 ○

H22年4月 富士見第一土地改良区理事 須田　健二 農業 62 ○

H28年5月 農業委員会委員（現在） 吉川　直樹 農業 29 ○

R2年4月 水谷第６支部支部長 小沢　浩 自営業 64 ○

細田　和夫 農業 84 ○

村田　敏和 農業 63 ○

H14年4月 水谷第１支部支部長 山田　清 農業 63 ○

R2年4月 水谷第一水利組合副組合長 高橋　茂 その他 67 ○

R4年5月 農業委員会委員（現在） 高橋　秀夫 会社員 63 ○

6 推薦 平塚　雄一
農業
（兼業）

69 ○ 有

農業経験及び知識が豊富で地域からの人望もあり、
農地等の利用の最適化の推進に関すること、その他
の農業委員会の業務に関する職務を適切に行うこと
ができる人物である。

農業経験及び知識が豊富で地域からの人望もあり、
農地、耕作放棄地等の利用の最適化の推進に関す
ること、その他農業委員会の業務に関する職務を適
切に行うことのできる人物である。

経歴〈主として農業に関係のあるもの）

私の実家及び夫の実家が営農しており、農業・農地につ
いて関心があります。
また、行政書士として農地がからむ相談を受けたこともあ
るため、推薦をお受けし、応募しました。

役員の受ける方がおらないため、水谷第５支部の支
部長を経験していたもので、お受けさして頂きまし
た。

地域には、担い手の不足や、耕作放棄地の発生などの課
題があります。その中でも精力的に活動されている農業
者もおり、地域の農業が活性化する様、担い手の支援
や、耕作放棄地の未然防止、解消などに貢献したいと思
います。

農業委員３年間の実績があり、行政書士として農地
行政にも知見があり、適任と思料いたします。

温厚な人柄で、知識が豊富で、支部の農家組合長、
総代を歴任し、地域に貢献していただいている方な
ので、農業委員会の業務に関しても適切に行うこと
ができる人物であることから、強く推薦いたします。

農業経験及び知識が豊富で地域からの人望もあり、
農地等の利用の最適化の推進に関すること、その他
の農業委員会の業務に関する職務を適切に行うこと
ができる人物である。66 ○

行政書士 48

構成員
の数

構成員
たる資格

私の地域では市街化調整区域と市街化区域があり
ます。
耕作者の高齢化が進み耕作放棄地が多くなっていま
す。耕作放棄地の未然防止や、新規就農者を育成
できるように努力したいと思います。
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有
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農業者

栁下　稔
農業
(専業)

この地域の農業においては、様々な課題や問題も多く、
農業に生活の基盤を置く人も減少しています。
また、農地の維持・管理も困難さが増している人も多く
なっています。この状況を踏まえて、次の世代にどのよう
に引き継いでいくのかが最も重要な課題となっています。
農業委員として３年間活動してきた経験を生かして、この
地域の農業をどのように進めていくのかという課題に取り
組んでいきたいと考えています。

無65 ○

推　薦　者

法人・団体推薦 個人推薦

農業経験及び知識が豊富で第三町会の中において
も地域からの人望も有り農地等の利用の最適化の
推進に関することその他の農業委員会業務に関す
る職務を適切に行うことができる人物である。

推薦理由推薦理由

推薦 小林　薫 その他 73 ○ 無 無

推薦 大曽根　貴枝

○ 有
認定
農業者

推薦 寺沢　栄一
農業
(兼業）

有 無

富士見市農業委員会委員候補者の推薦及び応募状況（12月4日現在）　　　　　　　
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地域の農地所有者が離農する方々が多く、現在は
半数の農地所有者、家族が水稲作をしている現実で
ある。
今後も離農される農地所有者が出ることが考えら
れ、いろいろな問題もあるが遊休農地としないよう地
域の皆さんと話し合って地域の農地を守る活動を継
続したい。

推薦 長堀　進
農業
(兼業）

68


